
科目 単位数 教科書番号

英語コミュニケーションⅡb 2 CⅡ701

添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

10月
（4月）

第7回
10月
（4月）

メディア学習に
より免除

0
レポート

視聴報告書

10月
（5月）

第8回
10月
（5月）

メディア学習に
より免除

0
レポート

視聴報告書

10月
（5月）

メディア学習に
より免除

0
レポート

視聴報告書

スクーリング
1月

（9月）

Lesson 7,8の
テキストの読解
と文法の解説・
演習

2

レポート
視聴報告書
行動観察

課題プリント

11月
（6月）

第10回
11月
（6月）

メディア学習に
より免除

0
レポート

視聴報告書

11月
（6月）

メディア学習に
より免除

0
レポート

視聴報告書

スクーリング
1月

（9月）

Lesson 9,10の
テキストの読解
と文法の解説・
演習

2

レポート
視聴報告書
行動観察

課題プリント

12月
（7月）

第12回
12月
（7月）

メディア学習に
より免除

0
レポート

視聴報告書

1月
（9月）

考査

4

第9回

・カカオ農園の実態と
児童労働問題につい
て学習する　・社会的な
問題について，英語で
意見を述べることがで
きる。・使役動詞

第11回

Lesson 9　The Bitter Truth behind
Chocolate
エッセイライティング
Extra Target 2　〇〇ならいいのに…

面接指導（単位時間）　合計

単位認定試験

後
期

（
前
期

）

Lesson 6　Seeds for Future
Generations
Word Box 4 Various Jobs

・伝統野菜についての
発表を通して，伝統の
継続について考える。
・地元で有名な場所や
ものについて，英語で
説明することができる。
・if節

Lesson7　Over the Wall
Communication 2　入国審査
Getting the Necessary Information

・世界の人々と交流す
る方法について，英語
で述べることができ
る。・関係副詞：where,
when　・入国審査で使
われる表現を学ぶ。

10月
（5月）

Lesson 8　Inspiration from Nature
文法のまとめ 3　（動詞の目的語にな
るif節／関係副詞／知覚動詞）

・生物模倣からのデザ
インをヒントに開発され
た製品について学習す
る。　・自然界のデザイ
ンをヒントにした製品に
ついて英語で発表でき
る。・知覚動詞

Reading 2  Bear’s Pie
Word Box 5　A Day in English :Part
2

・登場人物の気持ちを
考えながら朗読劇を演
じて発表する。
・平日の生活でよく使
われる語句や表現を学
習する。

11月
（6月）

Lesson 10　Fighting Angel
文法のまとめ 4　（使役動詞／分詞構
文）

・ナイチンゲールの生
涯について学習する。
・人を助ける職業につ
いて，英語で説明する
ことができる。
・分詞構文

目標
【学習指導要領】

（1）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解を深めるとともに，これらの
知識を実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用でき
る技能を身に付けるようにする。　（2）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じ
て，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。
（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配
慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養
う。

評価の観点

【知識・技能】「英語の特徴やきまりに関する事項」を理解し、話されたり書かれたりする文章
等を聞いたり読んだりして，その内容を捉える技能を身に付けているか。  【思考・判断・表
現】必要な情報を読み取り，話し手や書き手の意図を把握したり，概要や要点などを目的
に応じて捉えているか。　【主体的に学習に取り組む態度】外国語の背景にある文化に対
する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国
語を用いてコミュニケーションを図ろうとしているか。情報や考え，気持ちなどを，論理性に
注意して話したり書いたりして表現したり伝え合ったりしようとしているか。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標
面接指導(単位時間)

評価方法

・情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりする資質・能力を育成
する。　・「主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度」を養う
・複数領域を結び付けた統合的な言語活動の充実を図る。　・状況に応じて情報や考えな
どを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりできるようにする。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】
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